
2018～2019年度 

滝川ロータリークラブ 

会長　　西村　恒則

■ 例会日：毎週木曜 PM12:30より 
■ 例会条：ホテル スエヒロ 
■ 住　所：滝川市明神町2-2-16 
■ 電　話：(0125)-22-3344 
■ ＦＡＸ：(0125)-24-2755 
■ メール：info@rotary.gr.jp 
■ WebSite：www.rotary.gr.jp

幹事報告
1. 赤平・留萌・深川RCより会報が届いて

おります。また、深川RCより例会プログ

ラムが届いております。2. 北海道交通遭

難者慰霊・交通安全祈願式のご案内が届

いております。（令和元年6月28日（金）

午前11時、滝川市東公園交通安全祈願像前）。ご都合のつく方は

ご出席をお願い致します。 

退会挨拶（和作康市会員）
滝川RCに入会をさせていただき31年にな

りました。現在は札幌に住んでおり、今

期で退会をさせて頂く事になりました。

RCの思い出は沢山ありますが、世界大会

に5回参加したり、昨年の60周年など記念

式典にも数多く参加させて頂きました。また、多くの友人がで

き、先輩方には色々と勉強をさせて頂き、自分の人生の中でRCは

非常に良い経験となりました。皆様には長くお世話になったこと

を心より御礼を申し上げます。本当にありがとうございました。

ロータリの友誌紹介
田端千裕委員長：6月号より、1. クラブ

「広報力」：印象に残るロータリーの作

り方の特集、2. 米山梅吉生誕151年、3.

ゾーンの再編成、進行中、4. 今年9月の

ロータリー日韓親善会議の案内、5. 電子

版ロータリーの友の案内、6. 横浜FC 奥寺康彦会長「サッカーで

見る世界観」等の記事をご紹介いただきました。

前回のプログラム [ 1年を省みて ]

－ 今年度を振り返り総括していただく －
【理事会担当例会】

西村恒則会長

1年を省みて～会長総括編

～：西村恒則会長に今年度

を振り返り、総括をして頂

きました。初めに、前年度

の4月から今年度の3月ま

で、滝川RCが世話クラブと

して初めて迎えた米山奨学

生の高芸烊（コウゲイヨ

ウ）さんより、ビデオレタ

ーを送っていただき、皆様

への御礼や、近況等についてお話をいただきました。また、カウ

ンセラーであった入井浩樹会員より御礼のご挨拶を頂きました。

次に1年間のFM G'Sky「ロータリーアワー」の各回の冒頭の音声

をご紹介いただき、続いて、創立60周年記念式典、そらぷちキッ

ズキャンプの移動例会、大忘年会、新年会、札幌ドームの移動例

会、観桜会など写真を交えて振り返っていただきました。また、

畠山かおる幹事、米倉慎一副会長より今年度を振り返りご挨拶を

いただきました。 

今後の主な予定
6月13日（木）：一年を省みて（夜間例会）18時～スエヒロ 

6月20日（木）、6月27日（木）：休会 

7月4日（木）：新年度スタート 

＼(^o^)／ニコニコBOX報告（敬称略）

米倉慎一：本日で私としては、本年度最後の例会となるので会

員の皆様に大変お世話になり、お世話させていただきました。

心より御礼申し上げます。川口義弘：和作さん、細田さん、三

品さん退会で残念です。お世話になりました。入井浩樹：早く

結婚のお祝いをもらえるよう努力します。武田邦彦：誕生祝い

をいただいて。木村聡、鎌仲政光、山本康文、池田吉隆：結婚

祝いをいただいて。 

合計 27,000円　累計 1,472,350円

編集／クラブ会報委員会　　発行日：令和元年06月07日

出席報告　　　6月6日

会員数 病欠 免除 出席 欠席 出席率

96名 0名 10名 65名 25名 72%

【 今週の寄付 】（敬称略）

◆米山： 深澤和範、山本康文、上田恒太朗、加藤勇三、　

猪股浩徳

◆財団： 渡邉恭久、深澤和範、上田恒太朗、米倉慎一、　

岡崎慎二、木村聡、川口義弘、田中靖士、冨樫

悟、本間保昭

第3138回　例会報告　令和元年6月6日（木）

会長挨拶
2018～2019年度の例会も、昼間の通常例会は今回が最後です。来週は「1年を省みて」の夜間例会になります。

本日の例会は、いままでに無かったのですが、最終の前の通常例会で「理事会担当の1年を省みて」を行いま

す。後程、またご挨拶申し上げますが、無事にこの一年を終えることができたのではないかと思います。これも

皆様のお陰であると心より感謝申し上げます。年度末ということで、会員の異動があり、本日は、皆様に退会の

ご案内をしなければなりません。6月末をもって、3名の会員が退会されます。和作会員、細田会員、三品会員の

3名です。3名の会員とも私の先輩で、RCだけでなく色々な所で大変お世話になりました。非常に残念ではありますが、クラブが成長し

ていく中の新陳代謝なのかもしれません。これを糧にして皆様これから頑張っていただければと思います。


